
企 業 の 総 合 評 価 の 必 要 性 は 、 内 部 分 析 と 外 部 分 析 の 観

点 に よ り 異 な る も の が あ る 。 内 部 分 析 に よ る 必 要 性 は 、

経 営 政 策 、 経 営 戦 略 、 経 営 管 理 と い っ た 企 業 経 営 の 各 局

面 と 関 係 し て お り 、 偏 っ た 評 価 基 準 は マ イ ナ ス の 効 果 を

も た ら す こ と に な る た め 、 適 正 な 総 合 評 価 を 導 入 す る こ

と は 不 可 欠 で あ る 。 外 部 分 析 に よ る 総 合 評 価 の 実 施 は 、

企 業 の ラ ン キ ン グ を す る こ と と か か わ り が あ る 。 例 え ば

債 権 者 保 護 の 観 点 か ら 実 施 さ れ て い る 社 債 の 格 付 け や 、

レ ー ダ ー ・ チ ャ ー ト 法 は 、 円形の 図 形の 中 に 選 択 し た

適 切 な 分 析 指 標 を 記 入 し 平 均 値と の 乖離 具合 を 凹凸 の 状

況 に よ っ て ビ ジ ュ ア ル に 確 認 し よ う と す る も の で あ り 、

自 社 の 財 務 分 析 上 の 特 性 を 一 目 瞭 然 に 把 握 す る こ と が で

き る 。 円 形 で あ る た め 選 択 す る 指 標 は 限 ら れ て お り 、 ま

た 、 比 較 対 象 と な る 平 均 値 の選択 に つい て 、 業 種 別 、 規

模 別 の 平 均 値 や 自 社 の 過 去 数 年 の 平 均 値 、 同 業 他 社 の 実

績 データなど比 較 する対象 によって評価内容が異なるこ

とが注 意 点である。

建 設 業 に お い て は 、 公 共 工 事 へ の 入 札 参 加 資 格 審 査 と し

ての「経営事項 審査」等 がある。
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